
基礎科目H24問題・正解と解説 

 
Ⅰ 1 群～5 群の全ての問題群からそれぞれ 3 問題、 計 15 問題を選び解答せよ。（解答欄に 1 つだけマーク

すること｡） 
 
1群 設計・計画に関するもの（全5問題から3問題を選択解答） 

 
1-1-1 下図のような系において、各構成要素の信頼度が、R、=0.9、 R2 =0.8、 R3=0.5、 R4=0.7 のとき、

この系の信頼度として最も近い値はどれか。 

 
 

① 0.25  ② 0.60  ③ 0.73  ④ 0.85  ⑤ 0.91 

 

正解は④ ※この問題はＨ19 の問題 1-1-1 と全く同じです。 

まずＲ1 とＲ2 の信頼度を計算します。Ｒ1 とＲ2 は並列ですから、1-(1-0.9)×(1-0.8)＝0.98。 

これとＲ3 が直列ですから、0.98×0.5＝0.49。 

これとＲ4 が並列ですから、1-(1-0.49)×(1-0.7)＝0.847。 

 

 

1-1-2 構造物の安全性の照資に関する次の記述の、［ ］に入る語句の組合せとして、最も適切なものはど

れか。 

すべての構造部材が破壊に歪らなければ、構造物の安全性は十分に確保されるが、不静定次数の

［ ア ］では一部の部材が［ イ ］に至って耐荷機構を失っても、構造全体の安全性が直ちに損

なわれない場合もある。部材の［ ウ ］な破壊を許容した上で、安全性を要求する場合には、 耐震

性の照査同様に部材の［ エ ］と、 部材の破壊以後の挙動を考慮して照査することが必要である。 

※不静定次数：「静定」とは、カの釣り合いだけで、反力と各部の断面力が定まる構造のことである。

一方、力の釣り合いだけから反力又は断面力を決められない構造を、「不静定」と呼ぶ。不静定な構

造において、未知反カの数から釣り合い式の数を引いた数を不静定次数という。 

※照査：規格や基準に適合しているかどうかをチェックすること。 

 

     ア      イ     ウ    エ 

① 高い構造物  限界状態  部分的  線形性 

② 低い構造物  限界状態  全体的  非線形性 

③ 高い構造物  弾性状態  部分的  線形性 

④ 低い構造物  弾性状態  全体的  線形性 

⑤ 高い構造物  限界状態  部分的  非線形性 

 

正解は⑤ 

不静定次数がわからなくても、イが限界状態、ウが部分的ということは感覚的にわかります。従って①

と⑤の 2 択にはなります。 

 



1-1-3 下記の品質表は、ライターの要求品質と品質要素との対応関係の強さを表したものである。表中の(◎

○△)は、対応関係の強さを示し、数量化してそれぞれ 5、3、l とする。要求品質重要度と対応関係の強さか

ら、品質要素重要度が計算される。品質要素 A、C、D の重要度の大小関係として最も適切なものはどれか。 

 

注記：品質表とは、ユーザの要求する真の品質を言語表現によって体系化し、これと品質要素との対応

関係を表示し、ユーザの要求を品質要素に変換して作成する表である。一般には、◎は「強い対応関係

がある」、○は「対応関係がある」、△は「対応関係が予想される」 ことを意味する。 

 

① 品質要素 A >品質要素 C >品質要素 D 

② 品質要素 A >品質要素 D >品質要素 C 

③ 品質要素 C >品質要素 A >品質要素 D 

④ 品質要素 C >品質要素 D >品質要素 A 

⑤ 品質要素 D >品質要素 A >品質要素 C 

 

正解は③ 

Ａは◎が 1 個、○が 2 個です。◎は対応関係の強さ 5×該当要求品質の重要度 5×1 個＝5×5×1＝25、○

は対応関係の強さ 3×要求品質の重要度 4×2 個＝3.×4×2＝24 で、合計 49。 

同様にするとＣは 5×4×1＋5×3×1＋3×5×1＋1×3×1＝53。Ｄは 5×5×1＋3×4×1＋3×3×1＝46。 

よってＣ＞Ａ＞Ｄとなります。単純な掛け算・足し算で、どう計算するかがわかれば簡単です。 

 



1-1-4 ユニバーサルデザインに関する次の記述の、［ ］に入る語句の組合せとして、最も適切なものはど

れか。 

ユニバーサルデザインは、ロナルド・メイスにより提唱され、特別な改造や特殊な設計をせずに、す

べての人が、可能な限り最大限まで利用できるように配慮された製品や環境の設計をいう。ユニバー

サルデザインの 7 つの原則は、 (1) 公平な利用、 (2) 利用における［ ア ］、 (3) 単純で［ イ ］

な利用、 (4) 認知できる情報、 (5)［ ウ ］に対する寛大さ、 (6) 少ない［ エ ］な努力、 (7)

接近や利用のためのサイズと空間、である。 

 

    ア    イ    ウ    エ 

① 柔軟性  論理的  失敗  継続的 

② 限定性  論理的  失敗  継続的 

③ 柔軟性  論理的  欠陥  身体的 

④ 限定性  直観的  欠陥  継続的 

⑤ 柔軟性  直観的  失敗  身体的 

 

正解は⑤ ※この問題はＨ20 の問題 1-1-1 と全く同じです。 

常識感覚でわかると思います。文中に「すべての人が可能な限り最大限まで利用」と書いてあるわけで

すから、たとえば（ア）が限定性ではなく柔軟性であること、（イ）が直感的な利用であることはユニバ

ーサルデザインを全く知らなくてもわかるサービス問題中のサービス問題です。 

 

 

1-1-5 工場で資材 A、資材 B を用いて製品 X と製品 Y を生産している。下表に示すように、製品 1 個生産

するために、製品 X は資材 A、資材 B をそれぞれ 3kg、 1 kg、また、製品 Y はそれぞれ 1kg、 2 kg 必要と

する。ただし、資材 A、資材 B の使用上限は、それぞれ 9kg、 8 kg である。各製品 1 個を売却すると、それ

ぞれ 3 万円、 2 万円の利益が得られるものとする。全体の利益が最大となるように製品 X と製品 Y の生産

個数を決定したとき、その利益として正しいものはどれか。 

 

①4 万円  ②6 万円  ③9 万円  ④10 万円  ⑤12 万円 

 

正解は⑤ 

私の HP（http://www.pejp.net/pe/ichiji/ichiji_kiso_group1.htm#04）で解説して

いる線形計画の典型的な問題です。 

資材の使用上限から、3X＋1Y≦9、1X＋2Y≦8 となりますからこれを変

形して、 

3X＋Y≦9 ∴ Y≦9－3X …式(1) 

X＋2Y≦8 ∴ Y≦8/2－X/2＝4－0.5X …式(2) 

連立方程式を解いて、式(1)－式(2)なので 0≦5－2.5X。よって X≦5/2.5＝2。 

よって Y≦9－3X より Y≦9－3×2＝3 となります。つまり X を 2 個、Y

を 3 個作るのが最も利益が大きいわけです。これを満たす目的式 3X＋2Y

の最高値を求めるのですから、3×2＋2×3＝6＋6＝12 となります。 

右図の交点の座標を求めるわけですね。使用上限が少ないのでトライアル計算でも解けますが、線形計

画を知っていると簡単に解けます。なおこの問題は、平成 20 年度問題 1-1-4 とほぼ同種の問題です。 



2群 情報・論理に関するもの（全5問題から3問題を選択解答） 

 

1-2-1 演算と精度に関する記述として、最も適切なものはどれか。 
 
① 浮動小数点の演算は、オーバーフローやアンダーフローが発生しないため、広く用いられている。 
② 浮動小数点の演算において、有効桁数が失われる桁溶ちの誤差は乗徐算の際にのみ発生する。 
③ 数値演算を固定小数点方式で行えば、誤差は発生しない。 
④ 浮動小数点の演算では、単精度の演算で発生する丸め誤差を小さくするため、倍精度の演算が用いら

れることが多い。 
⑤ 10 進 7 桁の表現しか許されない場合、 100000.0 に 0.01 を加えても誤差は発生しない。 

 
正解は④ 

①…×：扱う数値データが大きくなるのでオーバー＆アンダーフローが発生しやすくなります。 
②…×：加減算でも発生します。 
③…×：0 に近い演算をすると有効桁数が減るので精度が落ちます。 
⑤…×：100000.01 は 8 桁なので 7 桁を超えてしまい、100000.0 になり誤差が発生します。 
用語の意味がわからないと正解は絞り込めないと思いますが、感覚で 3 択くらいにはできると思います。 

 
 
1-2-2 次の式で表現できる数値列はどれか。 

<数値列>::= 0 1 | 0 <数値列> 1 
ただし、上記式において::=は定義を表し、|は OR を示す。 

 
① 000000 
② 000111 
③ 001011 
④ 010101 
⑤ 011111 

 
正解は② 
 これはつまり<数値列>は「01」か「0<数値列>1」になるのですが、まず最初「数値列」は何もありませ

ん。ですから「01」でも「0<数値列>1」でも<数値列>は 01 になります。しかしそんな選択肢はありま

せん。ですから（ここが重要なのですが）繰り返します。今度は<数値列>は 01 ですから、0<数値列>1
は 0<01>1＝0011 になります。そうすると「01」か「0011」ということになりますが、これでもまだ選

択肢にはありません。そこでもう一度繰り返します。数値列は 0011 ですから、0<数値列>1 は 0<0011>1
＝000111 になります。これは選択肢②に合致します。 

 



1-2-3 ある日の天気が前日の天気によってのみ、下図に示される確率で決まるものとする。例えば、ある日

の天気が青であれば、次の日も晴である確率は 1/2、次の日が曇である確率は 1/4、次の日が雨である確

率は 1/4 である。このときφ 次の記述のうち誤っているものはどれか。 

 

① ある日の天気が晴であれば、 2 日後の天気が雨である確率は 5/16 である。 
② ある日の天気が曇であれば、 2 日後の天気も曇である確率は 3/8 である。 
③ ある日の天気が雨であれば、 2 日後の天気が畿である確率は 5/16 である。 
④ ある日の天気が雨であれば、 2 日後の天気も雨である確率は 1/4 である。 
⑤ ある日の天気が雨であった場合、遠い将来の日の天気が雨である確率は 1/3 である。 

 
正解は④ ※H16 の問題 1-2-3 とほとんど同じで、表現や選択肢の順序を変えてあるだけです。 
 ①と③、②と④が同じことを言っています。ですから①と③、②と④は同じ確率にならないとおかしい

のに、②と④の確率が異なっています。したがって正解は②か④です。 
ある日が曇りとします（別に晴れでも雨でもかまわない）。 
翌日が同じ天気である確率は 1/2。「2 日後が最初の日と同じ天気」なので、さらにもう 1 日同じ天気で

ある確率ということになります。よって 1/2*1/2＝1/4。 
翌日が雨である確率は上図から 1/4。かつ 2 日後に戻ってくる確率は上図から 1/4。よって 1/4*1/4＝1/16。
晴れの方へ行っても同じだからこちらも 1/16。よって合計すると 1/4＋1/16*2＝1/4＋1/8＝3/8。 
つまり②の記述は正しく、よって正解は④です。ごく簡単な計算で解けます。 

 
 
1-2-4 ある新聞に書かれた文字数を数えたところ 1 ページ当たり 10,240 字であった。容量が 800M バイト

の記憶媒体に格納できるページ数に最も近い値はどれか。ただし、この新聞の文字情報は 50%に圧縮し

て格納できるものとする。また、すべての文字は 1 文字当たり 2 バイトで表現され、改行コードなどは

考慮しない。M は 1,024 の 2 乗とする。 

 
①約 1 万ページ  ②約 4 万ベージ  ③約 8 万ページ  ④約 16 万ベージ  ⑤約 32 万ページ 

 
正解は③ ※H20 の問題 1-2-1 とほとんど同じで、文章表現と圧縮率が違うだけです。 
 単位をそろえて計算すればすぐにできます。 

1 ページあたり 10,240 字×2 バイト/字＝20,480 バイト 
これを 50％に圧縮するので、20,480×0.5＝10,240 バイト 
容量 800M バイト＝800×1,024×1,024 バイト 
よって、800×1,024×1,024÷10,240＝81,920＝約 8 万ページで、正解は(3)です。 
なお、小さな電卓だと 800×1,024×1,024 の計算がオーバーフローするかもしれませんので、先に 1,024
÷10,240＝0.1 として割り算を先にして数字を小さくしておけばいいでしょう。 

 



1-2-5 実数 ai が 0<ai＜1000 (i = 1、 2、 … 、 n) の範囲にあるとき a1 から an までの n 個の数値の中か

ら最小値(min) と最大値(max) を求めることを目的として、次のようなアルゴリズムを考えた。しかし、こ

のアルゴリズムには誤りがある。出力されたminとmaxに関する記述の組合せとして正しいものはどれか。 
・min の値を 1000 とする。 
・max の値を 0 とする。 
・i の値を l とする。 
・i≦n ならば{ }内を繰り返す。 
 {・もし ai＜ min ならば min に ai を代入する。 
   そうでない場合、もし ai＞max ならば max に ai を代入する。 
  ・i を i+1 にする。 

 } 
・min と max を出力する。 

 
    min                max 
① 常に最小値になる。       常に最大値にならない。 
② 常に最小値になる。       最大値にならない場合がある。 
③ 最小僚にならない場合がある。  常に最大値にならない。 
③ 最小値にならない場合がある。  最大値にならない場合がある。 
⑤ 最小値にならない場合がある。  常に最大値になる。 
 
正解は② 

たとえば実際の ai が最小値 10、最大値 1000 としましょう。（これでも 0<ai＜1000 の条件には合致） 
ai は小さいものから並んでいるわけではないので、最初にいきなり最大値の ai＝100 が代入されるかも

しれません。その場合、ai＜min は成立します。min の初期値が 1000 なので、100＜1000 が成立する

からです。ところが ai＜min が成立してしまったため、次の「そうでない場合」には該当しなくなりま

すから、その後の「もし ai＞max ならば max に ai を代入する」は実行されません。ai＝100、max＝0
ですから本来なら ai＞max は成立するのに、その前に「そうでない場合」という条件をつけてしまって

いるからです。こうして、実際の最大値は max にならなくなってしまうのです。 
このようなことを回避するためには、「そうでない場合」を削ば正しいアルゴリズムになります。 

 



3群 解析に関するもの（全5問題から3問題を選択解答） 

 
1-3-1 材料が線形弾性体であることを仮定した構造物の応力分布を、有限要素法により解析するときの要素

分割に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。 

 

① 粗い要素分割で解析した場合には常に変形は小さくなり応力は高めになるので、応力評価に関しては

安全側である。 

② 要素分割の影響を見るため、できれば複数の要素分割によって解析を行い、結果を比較するのが望ま

しい。 

③ ある荷重に対して有効性が確認された要素分割でも、他の荷重に対しては有効とは限らない。 

④ 応力の変化が小さい部分に対しては、応力自体の大小にかかわらず要素分割の影響は小さい。 

⑤ 応力の変化が大きい部分に対しては、要素分割を細かくするべきである。 

 

正解は① ※H19 の問題 1-3-2 の選択肢の順序を変えただけで、あとは同じ問題です。 

メッシュを粗くすると応力が小さくなり、危険側の評価となります。 

 

 

1-3-2 下図に示すように、 2 つのばねと 1 つの質点からなるばね質点系 a、b、 c がある。図中のばねのば

ね定数はすべて問じ k であり、また、図中の質点の質量はすべて同じ m である。最も小さい固有振動数

を有するばね質点系として正しいものはどれか。 

 

 

① a   ② b   ③ c   ④ a と b   ⑤ b と c 

 

正解は② 

ばね定数 k、質量ｍであれば、固有振動数(k/m)0.5に比例します。質点は a～c いずれも 1 個なので、違い

は k。ばね定数の合成は、並列なら足し算、直列なら逆数の足し算です。よって a と c は合成ばね定数は

2k になりますから、固有振動数は√2 倍になります。対して b は直列なので合成ばね定数は k/2 となりま

すから、固有振動数は 1/√2 倍になります。 

ところで固有振動数が小さいということは、ゆっくり振動するということです。図を見れば感覚的に b

が一番ゆっくり振動することがわかるのではないでしょうか。 

 



1-3-3 座標(x，y)と変数ξ，ηの関には、次の関係があるとする。 

x = x(ξ，η) 

y = y(ξ，η) 

このとき、関数 f(x，y)の x，y による偏微分とξ，ηによる偏微分は次式によって関連付けられる。 

 

ここに[J]はヤコビ行列と呼ばれる 2 行 2 列の行列である。[J]の行列式として正しいものはどれか。 

 

①∂x/∂ξ・∂y/∂η - ∂x/∂η・∂y/∂ξ 

②∂x/∂ξ・∂y/∂η + ∂x/∂η・∂y/∂ξ 

③∂x/∂ξ・∂x/∂η - ∂y/∂ξ・∂y/∂η 

④∂x/∂ξ・∂x/∂η + ∂y/∂ξ・∂y/∂η 

⑤∂x/∂ξ・∂y/∂η - ∂x/∂ξ・∂y/∂η 

 

正解は① ※H21 の問題 1-3-5 と同様の問題です。ただし H21 問題は「[J]の i 行 j 列成分を Jij と表すとき、

正しい表現を選べ」という問題でした。 

多変数関数の合成関数の微分（連鎖律）に基づくと、fをξおよびηで偏微分した式は、fの x、y による

偏微分に、x、y の各変数による偏微分係数を乗じた和で表されます。この関係を行列形式で整理したも

のがヤコビ行列[J]です。本問の[J]は、1 行目に x と y のξによる偏微分、2 行目に x と y のηによる偏微

分が並びます。2 次正方行列の行列式は「(1 行 1 列×2 行 2 列)－(1 行 2 列×2 行 1 列)」で計算されます。 

 

 

1-3-4 導関数 d2f/dx2の点 xi における差分表現として、正しいものはどれか。ただし、添え字 i は格子点を表

すインデックス、格子幅をΔとする。 

 

①(fi+1 - fi)/Δ 

②(f i+1 + fi)/Δ 

③(f i+1 - 2fi + fi-1)/2Δ 

④(f i+1 - 2fi + f i-1)/Δ2 

⑤(fii+1+ 2fi + f i-1)/Δ2 

 

正解は④ ※H20 の問題 1-3-2 と変数名および選択肢の順序が違うだけであとは同じ問題です。 

格子 1 つ分並んだ一階差分(fi+1 - fi)/Δと(fi + f i-1)/Δの差分をとるので、((fi+1 - fi)/Δ－(fi + f i-1)/Δ)/Δ 

＝(f i+1 - 2fi + f i-1)/Δ2となります。 

 



1-3-5 下図に示すように、両端で固定された一様な弾性体からなる、長さ L の棒がある。図に示すように、

左端から長さ L/4 の位置 C に、カ P が作用する。ただし、カは図中の矢印の向きを正とする。このとき、

支持点 A と B で俸に作用する反カ PA と PB の組合せのうち、正しいものはどれか。 

 

 

①PA=0，PB=-P 

②PA=-1/4P，PB=-3/4P 

③PA=-1/2P，PB=-1/2P 

④PA=-3/4P，PB=-1/4P 

⑤PA=-P，PB=0 

 

正解は④ 

力のつり合いより PA + P + PB = 0 が成立します。また、両端固定のため全体の伸びの和は 0 です。AC

間の伸びをλ1、CB 間の伸びをλ2 とすると、λ1 = (PA * L/4) / AE、λ2 = (-PB * 3L/4) / AE となり、λ1 + 

λ2 = 0 より PA = 3PB が得れます。これらから PA = -3/4P、PB = -1/4P となります。 

 



4群 材料・化学・バイオに関するもの （全5問題から3問題を選択解答） 

 
1-4-1 25℃、1 気圧における一酸化炭素、二酸化炭素、水の生成熟は次の熱化学方程式で表される。 

C (黒鉛) +1/2O2 (気) = CO (気) + 111 kJ 

C (黒鉛) + O2 (気) = CO2 (気) + 394 kJ 

H2 (気) + 1/2O2 (気) = H2O (液) + 286 kJ 

これらの熱化学方程式から 25℃、1 気圧での①～⑤の反応における反応熱を求めたとき、発熱反応であ

るものはどれか。 

 

① CO(気) + H2 (気)→ C (黒鉛) + Ｈ2Ｏ (液) 

② CO (気) + H2O(液)→ H2 (気) + CO2 (気) 

③ CO2(気)→ CO(気)＋1/2O2 (気) 

④ C (黒鉛) + CO2 (気)→ 2CO(気) 

⑤ C (黒鉛) + 2H2O (液)→ 2H2(気) + CO2 (気) 

 

正解は① ※H21 の問題 1-4-2 と選択肢の順序が違うだけで同じ問題です。 

CO(気)の分解に-111kJ、H2O(液)の結合に+286kJ なので、286－111＝175kJ の発熱反応となります。 

 

1-4-2 ある金属イオン水溶液に水酸化ナトリウム水溶液を添加すると沈殿物を生じ、さらに水酸化ナトリウ

ム水溶液を添加すると溶解した。この金属イオン種は、次のうちどれか。 

 

① Cu2+イオン  ② Ag+イオン  ③ Al3+イオン  ④ Mg2+イオン  ⑤ Fe3+イオン 

 

正解は③ 

アルミニウムイオンがゼリー状に沈殿後、溶解します。 

 

1-4-3 材料の強度や破壊に関する次の(A)～(C) の記述の、［ ］に入る語句の組合せとして、最も適切なも

のはどれか。 

(A) 結晶粒径が小さくなるほど、金属の降伏応力は［ ア ］なる。 

(B) 原子聞の結合の強さから予想されるアルミナの理論強度は数十 GPa に及ぶが、実際の焼結体の強

度は［ イ ］の存在のため、それよりもはるかに小さい。 

(C) 破壊力学の進歩のきっかけとなったリバティ船の沈没、ジェット旅客機コメット号の墜落は、そ

れぞれ溶接部の［ ウ ］、窓の角からの［ エ ］が原因とされている。 

 

ア    イ      ウ     エ 

① 大きく  イオン結合  脆性破壊  絶縁破壊 

② 大きく   欠陥    脆性破壊  疲労破壊 

③ 大きく   欠陥    延性破壊  絶縁破嬢 

④ 小さく  イオン結合  延性破壊  絶縁破壊 

⑤ 小さく   欠陥    延性破壊  疲労破壊 

 

正解は② H20 の問題 1-4-3 と全く同じ問題です。 

リバティ船は「建造期間短縮のためにブロック工法を導入、船体の鋼板を結合する方法としてリベット

打ちでなく溶接を採用したが、次々と沈没事故に見舞われた。徹底した調査により鋼板の低温脆性、溶

接手法の不備、応力集中による破壊の進行が原因とされた。」、コメット号は「期運行就航後、程なくし

て、与圧された胴体の繰返し変形による金属疲労が原因の空中分解事故を起こしたが、そこで得られた

教訓がその後の航空技術、就中安全向上に果たした役割もまた非常に大きい。」とあります。 



1-4-4 材料の熱伝導に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。 

 

① 高純度の金属においては、熱伝導は、格子振動(フォノン)よりも自由電子によってより効率的に行われ

る。 

② 不純物で合金化された金属では、高純度の金属よりも熱伝導率は低下する。 

③ ガラスや非品質のセラミックスは、結品質のセラミックスよりも低い熱伝導率を示す。 

④ セラミックス材料の気孔率を増大させると、熱伝導率は増大する。 

⑤ 高分子の熱伝導率は結晶化率に依存し、結晶化率が高く規則的な構造をもっ高分子は、同じ物質の非

晶質のものより大きい熱伝導率を示す。 

 

正解は④ 

つまり多孔質セラミックになるので熱伝導率は低下し、耐熱性を持ちます。 

 

 

1-4-5 DNA の変性に関する次の記述の、[ ]に入る語句の組合せとして、最も適切なものはどれか。 

核酸塩基間における［ ア ］によって形成されている二本鎖 DNA は熱や強アルカリで処理すると、

変性して一本鎖となる。DNA を徐々に加熱していくと変性の度合いに応じて［ イ ］の吸収量が増

加する。DNＡ分子の半分が変性する温度を融解温度といい、 グアニンと［ ウ ］の含量が多いほ

ど高くなる。熱変性した DNA をゆっくり冷却すると再び二重らせん構造に戻るが、これを［ エ ］

という。 

 

   ア    イ      ウ      エ 

① 水素結合  紫外線   ウラシル  メルティング 

② 共有結合  可視光線  シトシン  メルティング 

③ 水素結合  紫外線   シトシン  アニーリング 

④ 共有結合  紫外線   ウラシル  アニーリング 

⑤ 水素結合  可視光線  シトシン  メルティング 

 

正解は③ 

まず［ウ］ですが、DNA は ATGC（アデニン・チミン・グアニン・シトシン）で、ウラシルは RNA に

おいてチミンのかわりに入ります。また DNA の二重らせんの鎖間は弱い水素結合です。これで③か⑤に

絞られます。加熱によって二重らせんが 1 本鎖に分かれてしまうのをメルティング、冷却するとまた 2

本鎖に戻るのをアニーリングといいます。「メルト」と加熱が結びつけばしめたものです。 

 



5群 技術連関（全5問題から3問題を選択解答） 

 
1-5-1 廃棄物処理・リサイクルに関する我が国の法律及び国際条約に関する次の記述のうち、最も適切なも

のはどれか。 

 
① 循環型社会形成推進基本法は、焼却するごみの量を減らすことを目的に、 リサイクルを最優先とする

社会の構築を目指した法律である。 
② 容器包装リサイクル法(容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律)では、 PET ボト

ル、スチール缶、アルミ缶の 3 品目のみについて、 リサイクル(分別収集及び再商品化)のためのすべて

の費用を、商品を販売した事業者が負担することを義務付けている。 
③ 家電リサイクル法(特定家庭用機器再商品化法)では、エアコン、テレビ、洗濯機、冷蔵庫など一般家庭

や事務所から排出された家電製品について、小売業者に消費者からの引取り及び引き取った廃家電の製

造者等への引渡しを義務付けている。 
④ 建設リサイクル法(建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律)では、特定建設資材を用いた建築物

等に係る解体工事又はその施工に特定建設資材を使用する新築工事等の建設工事のすべてについて、そ

の発注者に対し、分別解体等及び再資源化等を行うことを義務付けている。 
⑤ バーゼル条約(有害廃棄物の国境を越える移動及びその処分の規制に関するパーゼル条約)は、発展途上

国から先進国へ有害廃棄物が輸入され、環境汚染を引き起こした事件を契機に採択されたものであるが、

リサイクルが目的であれば、日本から発展途上国に有害廃棄物を輸出することは規制されてはいない。 
 
正解は③ 

①…×：リデュース、リユース、リサイクルの順。まずはごみの発生を減らすことから。 

②…×：プラや紙も分別回収しますよね。 

④…×：「すべて」ではなく、床面積や請負金額で一定規模以上の工事に限定されています。 

⑤…×：リサイクルされるものも有害であれば対象となります。 

 

 

1-5-2 石油(A)、石炭(B)、天然ガス(C)、廃材(D) について、単位質量当りで完全燃焼したときの発熱エネル

ギーを大きい順に並べた場合、最も適切なものはどれか。ここで、発熱エネルギーは、経済産業省資源

エネルギー庁総合エネルギ一統計検討会事務局による 2005年度標準発熱量表に記載されている原油(石
油)、輸入原料炭(石炭)、輸入天然ガス(天然ガス)、廃材(廃材)の値とする。 

 
① A > B > C > D 
② A > B > D > C 
③ B > C > D > A 
④ C > A > B > D 
⑤ C > A > D > B 
 
正解は④ ※H16 の問題 1-5-1 と選択肢の順序、条件設定などが異なるだけで実質的に同じ問題です。 

木材が化石化したのが石炭で、木材の持っていた余計な成分（リンや窒素など）が抜けているので、石

炭＞木材（B＞D）。これで⑤が消えます。 

石油と天然ガスを比べると、ガスのほうが低分子なのでガス＞石油（C＞A）。これで③と④に絞られま

す。そして木材＞石油（D＞A）ということはありえないので③も消えて④になります。 

あるいは、木材が最低というのは感覚でわかると思いますから、ここで①か④、あとは石油と天然ガス

の関係で④に絞るといったところでしょうか。 

 



1-5-3 エネルギー情勢に関する次の記述の、［ ］に入る数値又は語句の組合せとして、最も適切なものは

どれか。 
日本の電源別発電電力量(一般電気事業用)のうち、原子力の占める割合は 2010 年度時点で［ ア ］%
程度であった。しかし、福島第一原子力発電所の事故などの影饗で、原子力に代わり天然ガスの利用が

増えている。現代の天然ガス火力発電は、ガスタービン技術を取り入れた［ イ ］サイクルの実用化

などにより発電効率が高い。天然ガスは、米国において、非在来型資源のひとつである［ ウ ］ガス

の生産が 2005 年以降顕著に拡大しており、日本への輸出期待も高まっている。 
 
ア    イ       ウ 

① 30  再熱再生    タイトサンド 
② 30  コンバインド  シェール 
③ 30  コンバインド  タイトサンド 
④ 20  再熱再生    シェール 
⑤ 20  コンバインド  シェール 

 
正解は② 

コンバインドサイクル、オイルシェールはよく聞かれる言葉ですから最低限知っておくべきです。 

よってあとは原子力が 20％か 30％かですが、これも東日本大震災後によく聞かれましたね。 

 

 

1-5-4 品質管理に関する次の記述の、［ ］に入る語句の組合せとして、最も適切なものはどれか。 
品質管理の基本的な考え方の一つとして、品質は工程で作り込め J がある。品質保証を行う方法として

は、出来上がった製品・サービスが規定要求事項に適合しているかを判定する［ ア ］を行い、不適

合なら後工程や顧客に引き渡さないようにすることが考えられるが、［ ア ］のみに頼る品質保証は

必ずしも効果的・効率的ではない。製品・サービスを生み出す一連のプロセスにおいて、できる限り上

流のプロセスを維持向上・改善・革新する［ イ ］により体系的に品質保証を達成することが重要で

ある。これを進めるにあたって、プロセスを設定する［ ウ ］が重要となる。これに始まる PDCA を

回し、設定されたプロセスを維持向上・改善・革新することで、［ エ ］に基づく管理を効率的に行

える。 
 

  ア    イ    ウ     エ 
① 検査  三現管理  基準化  プロセス 
② 検査  源流管理  標準化  プロセス 
③ 検査  三現管理  基準化  アウトカム 
④ 評価  源流管理  標準化  アウトカム 
⑤ 評価  三現管理  標準化  プロセス 

 
正解は② 

ISO9000s などの品質管理に触れた経験があればすぐにわかります。ポイントは「検査」「標準化」「プロ

セス」で、これだけで②に絞り込めます。 

 



1-5-5 18 世紀後半からイギリスで産業革命を引き起こす原動力となり、現代工業化社会の基盤を形成した

のは、自動織機や蒸気機関などの新技術だった。これらの技術発展について、次の記述のうち最も不適

切なものはどれか。 
 
①一見革命的に見える新技術も、多くは既存の技術をもとにして改良を積み重ねることで達成されたもの

である。 
②新技術の発展により、手工業的な作業場は機械で重装備された大工場に置き換えられていった。 
③新技術のアイデアには、からくり人形や自動人形などの娯楽製品から転用されたものもある。 
④新技術の開発は、ヨーロッパ各地の大学研究者が主導したものが多く、産学協同の格好の例と言える。 
⑤新技術は生産効率を高めたが、反面で安い労働力を求める産業資本が成長し、長時間労働や児童労働な

どが社会問題化した。 
 
正解は④ 

①は常識感覚で○、②は小学校レベルの○、③はいかにもありそうな話、⑤は常識感覚に近い「ありそ

うな話」なのに対して、④はいかにもなさそうな話（産学協同は産のほうから働きかけるほうが多い）

ですね。 

 

 


